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Iはじめに
各国の美術館、博物館、図書館、公文書館などが
所有するデジタル版の文化的コンテンツを、横断的
に閲覧できるインターネットのポータルサイトが公
開されるようになった。欧州連合CEU)の欧州委員
会は、2008年11月20日、欧州の文化遺産を検索で
きるマルチメディア図書館ポー タル｢Europeana」を
一般公開')した。一方、米国議会図書館とユネスコ
（国際連合教育科学文化機関）を中心とした電子図
書館(WorldDigitalLibrary:WDL)も2009年4月
21日の公開を予定2)している。各国の文化の特色を
示す資料を地域、時系列、テーマ別に閲覧でき、国
際的な相互理解の促進、インターネット上の文化情
報資源の増大、教育者、研究者への資料提供、デジ
タル格差の縮小を目的としている。
インターネットに公開されている様々な分野の情
報資源を横断的に活用できる検索を実現して、相互
運用性の向上も求められるようになってきた。多種
多様な情報資源を領域横断的に検索するために、書
誌情報を記述するメタデータの標準化が進められて
いる。学際的、かつ、国際的な合意により、情報資
源発見のための基本記述要素を選定した規格が、
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ダブリンコアメタデータ基本記述要素集合3〕
(D…S:TheDubmCoremetadataelementset)で
ある。以後、ダプリンコアと記載する。
本論文では、研究対象の『生活文化情報データベ
ース』のの情報検索において、領域横断的な検索結
果を参照できるように、ダブリンコアに準拠したデ
ータ構造に再編成することを議論する｡『生活文化情
報データベース』は、地域性や時代変遷を含む生活
文化に関する多様な実態の記録を、考現学”や風
俗学刀の観点で､時代を表象する情報として蓄積し、
利用に供する情報システムである。
IIダブリンコア
インターネットや電子図書館では、多種多様な情
報資源を横断的に検索して利用に至る様々な過程に
おいて、情報資源に関する書誌情報の記述、メタデ
ータ(metadata)が必要とされている。メタデータ
は「デー タに関するデー タ:dataaboutdata」と定義
され、目録、索引、抄録、辞書・辞典、シソーラス、
書評、利用条件などを意味する。
ダプリンコアは、ネットワーク環境での情報資源
及び文書等の書誌‘情報を記述するためのメタデータ
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